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は
じ
め
に

稀
代
の
武
将
、
源
義
経
。
そ
の
華
や
か
な
前
半
生
と
悲
劇
の
後
半
生
は
、
世
々
の

人
々
の
興
味
、
関
心
を
引
き
〈
判
官
物
〉
と
も
称
さ
れ
る
多
種
多
様
な
文
芸
作
品
の

材
と
な
っ
て
き
た
。

そ
の
一
つ
に
、
近
世
前
期
の
通
俗
軍
書
作
家
、
馬
場
信
意①
の
著
作
『
義
経
勲
功
記②
』

が
あ
る
。
義
経
の
一
代
記
を
描
く『
義
経
記
』の
近
世
期
に
お
け
る
展
開
で
あ
る『
勲

功
記
』
は
、
そ
の
後
の
〈
判
官
物
〉（
特
に
読
み
本
）
の
先
鞭
の
一
つ③
と
な
っ
た
。
こ

の
『
勲
功
記
』
に
関
し
て
は
近
年
、
そ
の
末
尾
に
収
載
さ
れ
て
い
る
義
経
蝦
夷
地
渡

島
伝
承
か
ら
近
世
期
の
〈
異
国
観
〉
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
考
察
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る④
。
し
か
し
、
著
者
馬
場
信
意
や
彼
の
他
の
著
作
に
関
す
る
研
究
は
多

い⑤
も
の
の
『
勲
功
記
』
そ
の
も
の
の
研
究
は
未
だ
多
く
は
な
い
の
が
現
状
と
言
え
よ

う
。本

稿
で
は
、
こ
の
『
勲
功
記
』
の
典
拠
資
料
と
さ
れ
る
近
世
前
期
成
立
の
『
異
本

義
経
記⑥
』
と
の
比
較
を
通
し
て
『
勲
功
記
』
の
意
図
お
よ
び
近
世
期
に
お
け
る
義
経

伝
承
の
展
開
の
様
相
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
、『
義
経
勲
功
記
』
と
『
異
本
義
経
記
』

ア
、『
義
経
勲
功
記
』
に
つ
い
て

馬
場
信
意
の
著
作
『
義
経
勲
功
記
』
は
、
大
本
全
二
〇
冊
（
本
編
一
九
巻
・
目
録
序

文
等
一
巻
）、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
序
の
初
版
、
京
の
田
井
利
兵
衛
蔵
板
で
あ
る⑦
。

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
『
朝
鮮
太
平
記
』
を
出
版
し
た
信
意
は
そ
の
後
次
々
と
通

俗
軍
書
を
著
し
、正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
に
『
源
氏
一
統
志
』
と
『
勲
功
記
』
を
出

版
し
た
。
信
意
の
著
作
が
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
は
、『〈
享
和
再
版
増
補
改
正
〉
和

漢
軍
談
紀
略
考
』
と
い
う
摺
物
に
、『
勲
功
記
』
を
始
め
信
意
の
著
作
が
多
数
記
載
さ

れ
て
い
る⑧
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

『
異
本
義
経
記
』
と
関
連
し
た
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
島
津
久
基
氏⑨
、
志
田
元
氏⑩
、

倉
員
正
江
氏⑪
、
岡
田
美
穂
氏⑫
の
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

『
興
廃
記
』
よ
り
は
一
年
（
但
し
脱
稿
は
そ
れ
よ
り
早
い
こ
と
が
序
文
で
わ
か
る
が
）

『
勲
功
記
』
よ
り
は
九
年
も
早
く
出
た
こ
の
『
義
経
記
評
判
』
に
引
い
て
あ
る
以

上
、『
知
緒
記
』
の
成
立
は
更
に
早
い
こ
と
が
知
り
得
ら
れ
る
。
即
ち

　
　

 『
知
緒
記
』↓『
義
経
記
評
判
』↓『
勲
功
記
』↓『
鎌
倉
実
記
』（
享
保
二
年
刊
）

の
順
に
『
知
緒
記
』
の
記
事
が
踏
襲
さ
れ
て
行
つ
た
と
観
て
よ
い
で
あ
ら
う⑬
。

と
あ
る
よ
う
に
『
異
本
』
か
ら
『
勲
功
記
』
な
ど
へ
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、同
じ
馬
場
信
意
の
著
作
で
も
『
曾
我
勲
功
記
』
や
『
曾
我
物
語
評
判⑭
』
と
い
っ

通
俗
軍
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作
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信
意
の
方
法

―
『
義
経
勲
功
記
』
と
『
異
本
義
経
記
』
の
比
較
を
と
お
し
て

―

山　

本　
　
　

淳
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た
『
曾
我
物
語
』
に
取
材
し
た
通
俗
軍
記
の
よ
う
に
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、『
勲
功
記
』
の
依
拠
資
料
と
し
て
の
『
異
本
』
と
い
う
指
摘
に
留
ま
っ
て
い

る
。

イ
、『
異
本
義
経
記
』
と
は

と
こ
ろ
で
『
勲
功
記
』
の
依
拠
資
料
と
し
て
重
要
な
作
品
と
し
て
『
異
本
義
経
記
』

が
あ
る
。
次
に
こ
の
『
異
本
』
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

『
異
本
』
は
近
世
前
期⑮
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
構
成
は
『
義
経
記
』（
室
町
時
代
初
期

成
立
か
）
に
倣
い
な
が
ら
も
『
義
経
記
』
に
み
ら
れ
な
い
異
伝
・
俗
伝
を
多
く
収
載
し

て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
他
に
も
、
物
語
的
な
内
容
と
と
も
に

記
録
調
の
簡
潔
な
箇
条
書
き
の
記
述
が
み
ら
れ
る
、
本
文
の
後
に
付
さ
れ
た
一
段
下

げ
の
記
事
や
本
文
頭
注
や
傍
注
の
存
在
が
あ
る
、
な
ど
の
特
徴
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
「
軍
記
評
判
」
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る⑯
。
ま
た
『
異
本
』

に
記
事
を
増
補
し
た
別
本
と
も
い
う
べ
き
『
義
経
知
緒
記
』
な
る
題
を
有
す
る
系
統

も
存
在
す
る
。『
異
本
』
全
体
と
し
て
一
〇
本
の
諸
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る⑰
。

二
、「
夢
伯
問
答
」
の
検
討

『
義
経
勲
功
記
』
は
『
異
本
義
経
記
』
を
主
な
依
拠
資
料
と
し
て
い
る
。
本
章
で

は
、
そ
の
引
用
の
姿
勢
と
方
法
を
両
者
の
比
較
か
ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
こ
で
『
勲
功
記
』
と
『
異
本
』
の
具
体
的
な
比
較
と
し
て
『
勲
功
記
』
の
序
に
当

た
る
「
夢
伯
問
答
」
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ア
、「
夢
伯
問
答
」
に
つ
い
て

『
勲
功
記
』
巻
一
の
直
前
に
置
か
れ
て
い
る
首
巻
に
は
、睡
鵬
子
に
よ
る
「
義
経
勲

功
記
序
」
に
続
い
て
「
夢
伯
問
答
」
と
い
う
同
書
の
成
立
事
情
を
示
す
全
体
の
導
入

部
に
相
当
す
る
一
段
が
あ
る
。
ま
ず
そ
の
冒
頭
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る⑱
。

　
「
希
代
ノ
英
雄
」
で
あ
る
源
義
経
の
寵
臣
で
あ
っ
た
常
陸
坊
海
存
は
「
仙
境
」

に
入
っ
て
現
在
ま
で
存
命
し
て
い
た
。
私
（
著
者
馬
場
信
意
）
の
友
人
で
あ
る

「
睡
椿
子
安
達
東
伯
」
が
、奥
州
で
海
存
に
出
会
い
義
経
な
ど
の
事
績
を
聞
い
て

「
一
部
ノ
書
」
と
し
て
纏
め
た
。
東
伯
は
世
間
に
流
布
し
て
い
る
「
義
経
記
。
平

家
物
語
。
源
平
盛
衰
記
。
吾
妻
鏡
等
」と
海
存
の
語
り
に
は
相
違
が
多
い
と
し
、

「
後
世
ニ
義
経
ノ
事
実
ヲ
。
伝
」
え
よ
う
と
思
う
が
老
齢
で
そ
れ
も
叶
わ
な
い
。

そ
こ
で
私
に
「
一
部
ノ
書
」
を
基
に
し
て
「
事
実
」
を
世
に
伝
え
て
ほ
し
い
と

願
い
山
陽
で
客
死
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
私
が
代
わ
り
に
出
版
す
る
こ
と
に

し
た
。

東
伯
が
奥
州
に
下
り
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
回
り
、
衣
川
の
ほ
と
り
に
し
ば
し
滞

在
す
る
。
不
思
議
な
老
法
師
を
見
か
け
た
東
伯
は
、
あ
る
日
そ
の
老
法
師
に
語

り
か
け
る
。
普
段
は
「
駒
形
峰
」
に
住
む
と
い
う
そ
の
老
法
師
は
、
自
分
が
海

存
で
あ
り
「
晴
庵
主
」
や
「
残
夢
仙
人
」
と
も
名
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
告
白

す
る
。

　

海
存
と
懇
意
に
な
っ
た
東
伯
は
、
海
存
の
住
む
「
駒
形
嶺
」
を
し
ば
し
ば
訪

ね
て
義
経
の
時
代
の
話
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
東
伯
と
海
存
（
以
下
、
残
夢
）
の
問
答
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。「
残
夢
」
は

実
在
の
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
り
、馬
場
信
意
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

も
っ
と
も
枸
杞
の
実
や
人
魚
の
肉
を
食
べ
て
不
老
不
死
と
な
っ
た
残
夢
（
海
尊
）
な
ど

の
よ
う
な
人
物
か
ら
源
平
合
戦
の
頃
の
話
を
聞
く
と
い
う
伝
承
は
数
多
く
伝
承
さ
れ

て
お
り⑲
、
こ
う
し
た
伝
承
を
念
頭
に
置
い
て
「
夢
伯
問
答
」
が
創
出
さ
れ
た
と
考
え

る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う⑳
。
ま
た
全
体
の
構
成
を
み
て
も
、
残
夢
伝
承
は
『
異
本
』
下

巻
の
末
尾
に
は
一
段
下
げ
の
記
事
の
形
で
多
数
収
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
勲
功

記
』
で
は
最
終
巻
（
巻
十
九
）
が
義
経
蝦
夷
渡
海
伝
承
を
基
に
し
て
結
ば
れ
て
い
る

（「
勾
当
八
秀
実
攻
落
泉
屋
並
義
経
渡
海
蝦
夷
事
」）
た
め
冒
頭
に
配
し
た
と
考
え
ら
れ
る
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の
で
あ
る
。
こ
の
配
置
の
転
換
は
さ
ら
に
、残
夢
か
ら
聞
い
た
話
が
基
に
な
っ
て『
勲

功
記
』
が
作
ら
れ
た
と
設
定
す
る
こ
と
で
当
時
流
布
し
て
い
た
『
義
経
記
』
な
ど
と

は
異
な
る
〈
も
う
一
つ
の
『
義
経
記
』〉
で
あ
る
こ
と
を
示
す
効
果
を
出
し
て
お
り
、

作
者
馬
場
信
意
の
創
意
が
う
か
が
え
る
と
い
え
よ
う
。

『
異
本
』
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
残
夢
伝
承
が
み
ら
れ
る㉑
。

往
昔
奥
州
ニ
残
夢
ト
云
者
ア
リ
。
出
生
行
年
知
レ
ス
。
元
暦
文
治
ノ
事
ヲ
能
語

ル
。
義
経
又
ハ
家
人
ノ
人
相
マ
テ
語
ル
。
義
経
ハ
今
世
ニ
云
ヤ
ウ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。

無ブ
ヲ
ト
コ男

ナ
リ
。
弁
慶
モ
人
ノ
云
如
ク
ナ
ル
姿
ニ
テ
ハ
ナ
ク
、
美
僧
ト
云
リ
。
常
ニ

常
陸
房
海
尊
ナ
ル
由
自
称
ス
。
主
君
ノ
滅
期
ノ
所
ナ
レ
ハ　

懐ナ
ツ
カ
シ
ク敷、

其
跡
ヲ
慕

ヒ
テ
衣
川
ノ
辺
ニ
至
ル
所
ニ
、
老
翁
来
リ
テ
、
我
ニ
赤
色
ノ
菓コ

ノ
ミヲ

与
フ
。
其
味

甚
タ
美
ナ
リ
。
其
後
無
病
長
命
ト
云
リ
。
古
事
ヲ
知
リ
タ
ル
者
ア
リ
テ
、
昔
ノ

事
ヲ
尋
ル
時
ハ
其
ノ
答
ヘ
不
二
分
明
一
。
世
人
偽キ

ソ詐
ノ
輩
ナ
リ
ト
云
リ
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、傍
線
を
附
し
た
記
述
で
あ
る
。『
勲
功
記
』
で
は
東
伯
が

滞
在
し
た
の
が
「
衣

コ
ロ
モ

川
ノ
片カ

タ
ホ
ト辺

リ
ニ
。
引
籠コ

モ

ツ
テ
。
逢ア

フ
ク
マ隈

川
ノ
清キ

ヨ

キ
流
レ
ニ
。
凡ボ

ン

心

ノ
垢ア

カ

ヲ
洗ア

ラ

ヒ
。」
と
あ
り
『
異
本
』
に
お
け
る
海
尊
（
海
存
）
の
出
現
場
所
と
共
通
し

て
い
る㉒
。

次
に
問
答
の
内
容
を
要
約
し
て
列
挙
し
て
み
る
と
、

Ａ
、
残
夢
が
仙
人
に
な
っ
た
経
緯

　

  〈
ⅰ
義
経
西
国
落
事
〉〈
ⅱ
義
経
吉
野
入
事
〉〈
ⅲ
船
弁
空
言
説
〉〈
ⅳ
忠
信
吉
野

合
戦
空
言
説
〉〈
ⅴ
奥
州
落
事
〉〈
ⅵ
義
経
社
事
〉〈
ⅶ
逢
隈
川
上
流
得
人
魚
肉

事
〉〈
ⅷ
伊
予
国
久
万
種
快
法
師
事
〉

Ｂ
、
義
経
の
容
姿
に
関
す
る
俗
説

Ｃ
、
播
磨
国
教
心
寺
教
心
上
人
の
事

Ｄ
、
義
経
一
行
蝦
夷
渡
海
の
事

　
〈
ⅰ
「
ホ
ウ
ク
ワ
ン
」
社
事
〉〈
ⅱ
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〉

Ｅ
、
馬
場
信
意
の
考
証
（「
私
曰
」
と
い
う
一
段
下
げ
の
記
事
）

　
〈
ⅰ
蝦
夷
義
経
大
明
神
事
〉〈
ⅱ
佐
世
石
見
守
伝
義
経
蝦
夷
渡
海
事
〉

Ｆ
、
義
経
郎
等
第
一
の
忠
臣
は
誰
か

　

  〈
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
事
〉〈
教
経
首
級
真
相
事
〉〈
碁
盤
忠
信
不
忠
事
〉〈
弁

慶
第
一
忠
臣
事
〉

と
な
る
。
こ
の
中
で
『
異
本
』
と
共
通
す
る
内
容
を
も
つ
も
の
を
挙
げ
『
異
本
』
の

当
該
章
段
名
と
対
比
さ
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

﹇『
勲
功
記
』﹈

Ａ
〈
ⅰ
義
経
西
国
落
事
〉

　

〈
ⅶ
逢
隈
川
上
流
得
人
魚
肉
事
〉

　

〈
ⅷ
伊
予
国
種
快
法
師
事
〉

Ｂ
（
ナ
シ
）

Ｃ
（
ナ
シ
）

Ｄ
〈
ⅰ
「
ホ
ウ
ク
ワ
ン
」
社
事
〉

　

〈
ⅱ
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〉

Ｅ
〈
ⅰ
蝦
夷
義
経
大
明
神
事
〉

　

〈
ⅱ
佐
世
石
見
守
伝
義
経
蝦
夷
渡
海
事
〉

﹇『
異
本
』﹈

〈
25
Ｄ
義
経
都
落
〉（
※
一
部
）

〔
45
ｆ
奥
州
残
夢
事
〕（
※
類
似
）

﹇
45
ｈ
伊
予
国
久
万
珠
懐
上
人
事
﹈

〔
21
ｂ
纐
纈
源
五
山
本
義
経
双
六
対
決
事
〕

〔
45
ｄ
播
磨
国
教
心
寺
教
心
上
人
事
〕

〔
45
ｋ
蝦
夷
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〕（
※
類
似
）

〔
45
ｋ
蝦
夷
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〕

〔
44
ｂ
永
禄
蝦
夷
義
経
大
明
神
事
〕

〔
45
ｃ
義
経
蝦
夷
渡
海
事
〕

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
異
本
』
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
う
ち
〔
45
ｋ
蝦
夷
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〕
は
『
異
本
』
諸
本
の
中
で
も

『
知
緒
記
』
系
統
諸
本
と
〈
高
松
本
〉
の
み
に
み
ら
れ
る
増
補
に
共
通
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、『
勲
功
記
』
が
『
知
緒
記
』
系
諸
本
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
『
異
本
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
残
夢
な
ら
残
夢
の
伝
承
を
複
数
列
挙
す
る
こ

と
は
せ
ず
、
種
快
法
師
や
蝦
夷
渡
海
伝
承
、
義
経
の
容
姿
な
ど
諸
伝
承
を
ま
ん
べ
ん

な
く
配
置
し
て
お
り
、著
者
信
意
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
に『
異

本
』
一
段
下
げ
の
記
事
か
ら
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
出
典
が

明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
半
数
の
四
例㉓
も
あ
り
、
東
伯
の
聞
き
書
き
を
基
に
し
て
い
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る
体
と
し
て
は
い
る
が
典
拠
の
明
確
な
記
事
を
「
夢
伯
問
答
」
に
取
り
入
れ
よ
う
と

い
う
意
図
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
義
経
蝦
夷
渡
海
伝
承
や
残
夢
伝
承
へ

の
関
心
は
『
勲
功
記
』
の
み
で
は
な
い
。
例
え
ば
『
和
漢
軍
書
要
覧
』
上
巻
に
あ
る

『
勲
功
記
』
の
紹
介
が
、

同
（
義
経
）
勲ク

ン
コ
ウ功

記キ　
　

二
十
一
巻　
　

馬
場
信
意
撰

巻ク
ハ
ン
シ
ユ

首
ニ
残ザ

ン

夢ム

問モ
ン

答ド
ウ

ア
リ
此コ

ノ

書
ニ
ハ
義
経
主シ

ユ

従〳
〵

奥
州
ニ
テ
自ジ

殺サ
ツ

セ
ズ
常ヒ

タ
チ陸

坊ボ
ウ

ガ

仙セ
ン

術ジ
ユ
ツニ

テ
蝦ヱ

ゾ夷
ガ
島シ

マ

ニ
渡
リ
弁ベ

ン

慶ケ
イ

ガ
素ス

性ジ
ヤ
ウ

并
北
国
落ヲ

チ

ナ
ド
大
ニ
異コ

ト

ナ
リ

と
あ
る㉔
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

イ
、
播
磨
国
教
心
寺
教
心
上
人
伝
承
の
比
較

そ
れ
で
は
『
勲
功
記
』
は
『
異
本
』
を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
。
本

節
は
具
体
的
に
播
磨
国
教
心
寺
教
心
上
人
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
比
較
し
て
い
く
。

﹇『
勲
功
記
』﹈

ⓐ
又
播ハ

リ

磨マ

ノ
国
野
口
ノ
里サ

ト

ニ
テ
村ソ

ン
ラ
ウ老

ノ
語カ

タ

リ
ツ
ル
ハ
。
此
ノ
所
ノ
教ケ

ウ

心
寺
ノ
開カ

イ

山

教
心
上
人
ト
云
ヘ
ル
ハ
。
昔カ

シノ
義
経
朝
臣
ニ
テ
ア
リ
シ
ガ
。
高
館タ

チ

ヲ
落
テ
此
ノ
所

ニ
来
リ
。
法ホ

ツ

体タ
イ

染セ
ン

衣エ

ノ
身
ト
ナ
リ
。
教
心
ト
名
ヲ
改ア

ラ
タメ

。
討
死
セ
シ
郎
等
ノ
。

菩ホ

提タ
イ

ヲ
弔ト

ム
ラヒ

玉
ヒ
シ
ガ
。
其
後
臨リ

ン

終シ
ウ

正
念
ニ
シ
テ
。
往ワ

ウ

生シ
ヤ
ウヲ

遂ト
ゲ

玉
ヘ
リ
。
其
ノ
跡ア

ト

ニ
一
宇
ヲ
建コ

ン

立
シ
。
教ケ

ウ

心
寺
ト
号ガ

ウ

シ
候
ナ
リ
ト
語カ

タ

リ
シ
ガ
。
ⓑ
是
レ
モ
大
ナ
ル
誤

ア
ヤ
マ

リ
ナ
リ
。
察サ

ツ

ス
ル
ニ
波ハ

多ダ

野ノ
ヽ

右ウ

馬マ
ノ

允ゼ
ウ

義
経
。
平
家ケ

ノ
方カ

タ

人フ
ド

ト
シ
テ
。
源
氏
ニ
属

シ
ヨ
ク

セ
ザ
リ
シ
ユ
ヘ
。
治
承セ

ウ

四
年
。
鎌カ

マ

倉ク
ラ
ノ

頼
朝
卿
。
討
手
ト
シ
テ
。
下シ

モ

河カ
ウ

辺ベ
ノ

庄
司シ

行

平
馳ハ

セ

向
ヒ
ケ
ル
ニ
。
波
多
野
。
相
州
松
田
ノ
郷カ

ウ

ニ
テ
。
自ジ

害カ
イ

セ
シ
ト
偽イ

ツ
ハツ

テ
。
逐チ

ク

電テ
ン

セ
シ
ト
聞キ

ヽ

ツ
ル
ガ
。
ⓒ
定
メ
テ
西
国
ニ
落
下
リ
。
発ホ

ツ

心
ヲ
起ヲ

コ

シ
出
家
シ
テ
。

教
心
上
人
ト
号カ

ウ

セ
シ
ナ
ラ
ン
。

﹇『
異
本
』﹈

ⓐ
又
播
磨
ノ
国
野
口
ノ
里
教
心
寺
ノ
開
山
教
心
上
人
ハ
源
義
経
ノ
由
。
高
館
ヲ

落
テ
此
所
ニ
至
リ
発
心
ア
リ
教
心
ト
名
ヲ
ツ
キ
討
死
シ
タ
ル
郎
等
ノ
菩
提
ヲ
弔

ヒ
給
ヒ
シ
カ
、
其
身
モ
爰
ニ
テ
遷
化
ア
リ
。
其
跡
ニ
一
宇
ヲ
建
立
シ
テ
教
心
寺

ト
号
ス
ト
里
人
ハ
云
リ
。
ⓑ
若モ

シ

波
多
野
右
馬
允
義
経
ナ
ル
カ
。
治
承
四
年
頼
朝

公
ノ
責
ヲ
受
テ
討
手
下
河
辺
庄
司
行
平
寄
来
ラ
サ
ル
前
ニ
相
模
国
松
田
卿（

マ
マ
）ニ

テ

自
殺
ス
ト
ア
リ
。
謀
テ
其
期
ヲ
遁
タ
ル
事
モ
ヤ
。
ⓒ
其
比
又
近
江
源
氏
山
本
兵

衛
尉
義
経
ナ
ト
ノ
同
名
ア
レ
ハ
其
実
如
何
。

内
容
に
よ
っ
て
ⓐ
〜
ⓒ
に
区
分
し
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
教
心
上
人
と
源
義

経
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
俗
説
の
部
分
（
ⓐ
）
は
語
句
の
異
同
や
記
述
の
多
少

の
増
減
は
あ
る
も
の
の
特
に
問
題
に
な
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
は
ⓑ
・
ⓒ
の
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
Ｂ
で
あ
る
が
、『
異
本
』
で
は
教
心
上
人
と
源

義
経
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
俗
説
に
対
し
て
同
時
代
に
い
た
「
波
多
野
義
経
」

と
混
同
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
別
案
を
提
示
し
存
疑
と
し
て
い
る
。対
し
て『
勲

功
記
』
は
波
線
に
あ
る
よ
う
に
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
こ
は
残

夢
が
東
伯
に
答
え
て
い
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
信
意
は
『
異
本
』
を
単
純
に
取

り
込
む
だ
け
で
は
な
く
反
例
と
し
て
批
判
的
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
は
、
例
え
ば
前
頁
で
示
し
た
Ｅ
、「
馬
場
信
意
の
考
証
」
は
「
私
曰
」

と
い
う
一
段
下
げ
の
記
事
で
あ
る
が
こ
こ
は
『
異
本
』
か
ら
の
引
用
（
二
種
類
）
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
残
夢
の
語
っ
た
話
を
「
能ヨ

ク

符フ

号
セ
ル
コ
ト
多
シ
。」
と
肯

定
的
に
引
用
し
て
お
り
本
文
の
内
容
を
補
完
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
と
言
え
る㉕
。

ま
た
『
異
本
』
で
「
…
モ
ヤ
」
で
結
ぶ
こ
と
で
内
容
を
推
定
し
て
終
わ
ら
せ
て
い
る

の
に
対
し
て
『
勲
功
記
』
で
は
「
…
ト
聞キ

ヽ

ツ
ル
ガ
」
と
「
あ
た
か
も
残
夢
が
そ
の
当

時
聞
い
た
話
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
で
俗
説
の
否
定
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら

に
ⓒ
で
は
、
ⓑ
で
展
開
し
た
教
心
上
人
は
源
義
経
に
あ
ら
ず
と
い
う
自
説
を
ⓐ
の
内

容
を
要
約
し
て
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
方
『
異
本
』
で
は
さ
ら
に
「
山
本
義
経
」
か

も
し
れ
な
い
と
俗
説
に
対
す
る
考
証
の
姿
勢
を
み
せ
て
お
り
、
読
み
物
と
し
て
の
性
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格
も
も
つ
通
俗
軍
書
『
勲
功
記
』
と
姿
勢
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
。

ウ
、
通
俗
軍
書
と
し
て
の
『
義
経
勲
功
記
』

と
こ
ろ
で
、『
異
本
』
を
引
用
し
て
い
な
い
箇
所
に
は
『
勲
功
記
』
の
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
「
夢
伯
問
答
」
の
最
後
に
位
置
す
る
「
Ｆ
、

義
経
郎
等
第
一
の
忠
臣
は
誰
か
」
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
梗
概
を
示
し
て
み
る
。

様
々
な
「
珍メ

ヅ
ラシ

キ
物
語
」
を
聞
い
た
東
伯
が
あ
る
日
残
夢
に
あ
る
質
問
を
し
た
。

そ
れ
は
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
が
義
経
の
「
第
一
ノ
忠
臣
」
で
あ
っ
た
の
か
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
は
何
が
あ
る
と
逆
に
聞
か
れ
た
東
伯
は
、

継
信
は
八
島
戦
、
忠
信
は
都
で
義
経
の
代
わ
り
と
な
っ
て
奮
戦
し
た
こ
と
を
話

す
。
そ
れ
に
対
し
て
残
夢
は
「
イ
ヤ
左サ

ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
当タ

フ

世セ
イ

大
ニ
誤ア

ヤ
マリ

ヲ
伝
ヘ

シ
事
ア
リ
。」
と
一
蹴
し
教
経
の
死
に
纏
わ
る
〈
真
説
〉
を
披
露
す
る
。
そ
し
て

戦
場
で
討
ち
死
に
す
る
こ
と
は
「
常
ノ
事
」
と
し
て
継
信
を
、
都
で
女
に
現
を

抜
か
し
碁
盤
で
戦
う
な
ど
「
忠
臣
勇ユ

ウ

士シ

ト
称セ

ウ

ズ
ベ
キ
所イ

ハ
レ謂

ナ
シ
」
と
し
て
忠
信

を
否
定
し
て
み
せ
る
。
そ
し
て
「
学
智
ヲ
兼カ

ネ

テ
。
謀
略
ノ
智
臣
」
で
「
無
二
ノ

忠
臣
」
と
し
て
武
蔵
坊
弁
慶
を
挙
げ
、
次
い
で
亀
井
六
郎
を
挙
げ
た
。
こ
の
他

に
も
東
伯
は
残
夢
か
ら
「
義
経
一
代
ノ
故
事
」
を
聞
き
そ
れ
を
書
き
留
め
て
い

た
。
私（
馬
場
信
意
）が
そ
れ
を
基
に
纏
め
直
し
て
書
い
た
の
が
こ
の『
勲
功
記
』

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
〈
佐
藤
継
信
・
忠
信
兄
弟
事
〉〈
教
経
首
級
真
相
事
〉〈
碁
盤
忠
信
不
忠
事
〉

〈
弁
慶
第
一
忠
臣
事
〉
と
大
き
く
四
つ
に
内
容
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、ど
れ
も

『
異
本
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。

中
で
も
興
味
深
い
の
が
忠
信
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
残
夢
は
忠
信

の
、
主
君
義
経
の
残
党
を
探
し
出
す
こ
と
も
せ
ず
「
女
ニ
心
ヲ
ユ
ル
シ
。
ウ
カ
〳
〵

ト
シ
テ
」
い
た
点
や
「
盤
石
」
で
は
な
く
敵
と
戦
う
の
に
碁
盤
を
使
っ
た
点
を
非
難

し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
作
者
で
あ
る
信
意
の
意
見
と
み
て
よ
い㉕
。
都
で
討
手

と
戦
う
際
に
碁
盤
を
投
げ
つ
け
る
い
わ
ゆ
る
「
碁
盤
忠
信
」
と
し
て
著
名
な
忠
信
の

奮
戦
は
金
平
本
浄
瑠
璃
「
碁
盤
忠
信
」（
延
宝
四
〈
一
六
七
六
〉
年
）
を
そ
の
初
見
と
さ

れ
る
が
、
他
の
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
狂
言
に
比
べ
て
も
『
勲
功
記
』
が
早
い
例
で
あ
る㉗

こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た
通
説
を
否
定
す
る
手
法
は
、
逆
説
的
に
そ
れ
だ
け
「
碁

盤
忠
信
」の
伝
承
が
認
知
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た「
忠

臣
」
と
は
何
か
と
い
う
命
題
に
答
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
「
あ
る
べ
き
武
将
」
の
規

範
を
示
そ
う
と
す
る
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
娯
楽
読
み
物
と
し
て
の
通
俗
軍

書
の
範
疇
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
『
義
経
勲
功
記
』
冒
頭
の
「
夢
伯
問
答
」
を
取
り
上
げ
、『
異
本
義
経

記
』
が
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
か
を
確
認
し
て
き
た
。
結
果
、
従
来
の

研
究
史
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
『
勲
功
記
』
は
『
異
本
』
に
そ
の
多
く
を
取
材

し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
こ
に
は
、
正
伝
・
俗
伝
、
正
史
・
稗

史
を
問
わ
ず
様
々
な
伝
承
（
特
に
『
異
本
義
経
記
』）
を
貪
欲
に
取
り
込
ん
で
源
義
経
の

一
代
記
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
通
俗
軍
書
作
者
馬
場
信
意
の
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
単
な
る
取
り
込
み
・
貼
り
付
け
で
は
な
く
、創
意
工
夫
を
も
っ
て
手
を
加
え
て
い
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

村
田
明
彦
氏
は
、『
曽
我
勲
功
記
』
の
成
立
過
程
に
お
い
て
馬
場
信
意
は
『
曽
我
物

語
』
の
〈
異
本
〉
と
目
さ
れ
る
『
曽
我
物
語
』（
村
田
氏
い
う
と
こ
ろ
の
『
異
本
曽
我
』）

を
取
材
源
の
一
と
し
て
い
た
と
結
論
づ
け
た㉘
。
こ
の
指
摘
は
、
そ
の
ま
ま
『
異
本
』

と
『
勲
功
記
』
の
関
係
に
等
し
い
と
い
え
る
。
し
か
し
共
通
し
て
い
る
と
は
い
え
、

『
勲
功
記
』
は
『
曽
我
勲
功
記
』
の
よ
う
に
「《
偽
書
》
に
取
材
す
る
こ
と
で
従
来
の
」

義
経
「
の
軍
談
の
『
闕
略
』
を
補
い
、
完
全
緊
密
な
」
義
経
「
の
軍
談
を
構
築㉙
」
し
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よ
う
と
い
う
意
図
は
う
か
が
え
る
も
の
の
必
ず
し
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ

は
『
勲
功
記
』
冒
頭
に
位
置
す
る
「
夢
伯
問
答
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
夢
伯
問

答
」
は
取
材
さ
れ
る
「《
偽
書
》」
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
不
老
不

死
の
仙
人
残
夢
と
東
伯
老
人
の
問
答
と
い
う
き
わ
め
て
〈
伝
奇
的
〉
な
世
界
で
あ
る
。

こ
う
し
た
〈
伝
奇
的
〉
な
世
界
へ
の
志
向
性㉚
が
近
世
期
の
〈
判
官
物
〉
に
も
不
可
分

な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
言
え
ば
、〈
伝
奇
的
〉
な
異

伝
・
俗
伝
を
「
夢
伯
問
答
」
に
集
約
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
勲
功
記
』
は
「
完
全

緊
密
な
」
義
経
「
の
軍
談
を
構
築
」
し
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
ろ
う㉛
。

〈
正
史
〉
と
し
て
統
一
さ
れ
た
新
た
な
世
界
を
創
出
す
る
た
め
に
多
種
多
様
な
「
俗

伝
」
を
吸
収
し
、
結
果
新
た
な
〈
義
経
伝
〉
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る32
。

注①　
馬
場
信
意
に
つ
い
て
は
長
友
千
代
治
氏「
近
世
に
お
け
る
通
俗
軍
書
の
流
行
と
馬
場

信
武
、信
意
」（
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
『
説
林
』
二
五
、一
九
七
六
・
一
二
）
な
ど
。

②　

以
下
『
勲
功
記
』
と
略
す
。

③　

読
み
本
以
前
に
は
他
に
小
幡
邦
器
著
『
義
経
興
廃
記
』（
元
禄
一
七
〈
一
七
〇
四
〉

年
刊
）
が
あ
る
。

④　

金
時
徳
氏「
義
経
入
夷
説
と
朝
鮮
軍
記
物
」（
同
氏
著『
異
国
征
伐
戦
記
の
世
界

―

韓
半
島
・
琉
球
列
島
・
蝦
夷
地

―
』〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
・
一
二
〉
所
収
）、
德

竹
由
明
氏
「
敗
将
の
異
域
渡
航
伝
承
を
巡
っ
て

―
朝
夷
名
義
秀
・
源
義
経
を
中
心
に

―
」（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
編
『
日
本
と
〈
異
国
〉
の
合
戦
と
文
学

‐
日
本
人
に
と
っ
て〈
異
国
〉と
は
、合
戦
と
は
何
か
』〈
笠
間
書
院
、二
〇
一
二
・
一
〇
〉

所
収
）
な
ど
。

⑤　

濱
田
啓
介
氏
「
近
世
に
於
け
る
曾
我
物
語
の
軍
談
に
つ
い
て
」（
同
氏
著
『
近
世
小

説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』〈
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
三
・
一
二
〉
所

収
）、
村
田
明
彦
氏
「
馬
場
信
意
の
通
俗
軍
書

―
も
う
一
つ
の
『
曽
我
物
語
』
を
め

ぐ
っ
て

―
」（『
近
世
文
芸
』
六
二
、一
九
九
五
・
六
）、
田
中
則
雄
氏
「
解
題
・『
曾
我

物
語
評
判
』」（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室
編
『
京
都
大
学
蔵
大
惣
本
稀
書

集
成
』
五
・
軍
記
〈
臨
川
書
店
、
一
九
九
六
・
九
〉
所
収
）、
小
井
土
守
敏
氏
「
馬
場
信

意
著
『
曾
我
物
語
評
判
』
の
序
文
に
関
す
る
覚
え
書
き
」（『
筑
波
大
学
平
家
部
会
論

集
』
八
、二
〇
〇
〇
・
一
二
）、
井
上
泰
至
氏
「
通
俗
軍
書
作
家
馬
場
信
意
の
誕
生

―

『
朝
鮮
太
平
記
』を
中
心
に

―
」（
昭
和
女
子
大
学『
学
苑
』八
〇
四
、二
〇
〇
七
・
一
〇
）

な
ど
。
本
稿
は
濱
田
氏
、
村
田
氏
の
御
論
考
に
示
唆
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑥　

以
下
『
異
本
』
と
略
す
。
な
お
『
異
本
』
諸
本
の
う
ち
高
松
市
立
歴
史
資
料
館
蔵
本

が
『
勲
功
記
』
の
記
事
を
増
補
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
拙
稿
「
高
松
市
立
歴
史
資

料
館
蔵
『
異
本
義
経
記
』
に
つ
い
て
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
六
一
、二
〇
一
二
・
八
）
で

指
摘
し
た
。

⑦　

注
①
参
照
。
な
お
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
刊
本
も
存
す
る
。

⑧　

架
蔵
。
刊
記
無
し
。
摺
物
一
枚
（
両
面
）。
刊
行
順
に
挙
げ
る
と
『
朝
鮮
太
平
記
』

『
北
国
太
平
記
』『
南
朝
太
平
記
』『
源
氏
一
統
志
』『
義
経
勲
功
記
』『
北
条
太
平
記
』

『
義
貞
勲
功
記
』『
中
国
太
平
記
』『
曽
我
勲
功
記
』
の
九
作
品
（
注
①
参
照
）
に
上
り

軍
記
関
係
で
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
わ
ず
か
三
作
品
に
過
ぎ
な
い
。な
お
同
資
料

に
は
、信
意
の
父
信
武
の
著
作
も
「
通
俗
軍
志
」
と
い
う
中
国
通
俗
軍
書
の
翻
案
作
品

の
欄
に
三
作
品
記
載
さ
れ
て
お
り
（『
通
俗
続
三
国
志
』『
通
俗
続
後
三
国
志
』『
続
後

通
俗
三
国
志
後
編
』）
馬
場
親
子
の
人
気
の
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。

⑨　

島
津
氏
著
『
義
経
伝
説
と
文
学
』
第
二
部
「
義
経
文
学
（
判
官
物
）」
第
一
章
「
文

学
と
し
て
現
れ
た
義
経
伝
説
」
第
三
節
「
小
説
と
し
て
の
義
経
伝
説
」（
大
学
堂
書
店
、

一
九
三
五
・
一
初
版
、
一
九
七
七
・
五
再
版
）。

⑩　

志
田
氏
「
異
本
義
経
記
〈
下
〉・『
異
本
義
経
記
』
覚
書
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
五
、

一
九
六
四
・
一
）。

⑪　

倉
員
氏
「『
義
経
盤
石
伝
』
と
先
行
史
書
」（『
国
文
学
研
究
』
八
九
、一
九
八
六
・
六
）。

⑫　
「『
義
経
勲
功
記
』
解
説
」（
軍
記
物
語
研
究
叢
書
四
『
未
刊
軍
記
物
語
資
料
集
4
義

経
知
緒
記
・
義
経
勲
功
記
』〈
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
五
・
九
〉
所
収
）。

⑬　

注
⑨
参
照
。

⑭　

そ
れ
ぞ
れ
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
、
同
六
（
一
七
一
六
）
年
の
刊
。

⑮　
『
異
本
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
丹
後
海
陸
巡
遊
日
録
』
と
『
異
本
』
を
引
用
し
て

い
る
『
義
経
記
評
判
』
の
成
立
時
期
か
ら
、
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
〜
元
禄
十
六

（
一
七
〇
三
）
年
の
間
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑯　

拙
稿
「『
異
本
義
経
記
』
と
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
鈔
』」（『
軍
記
と
語
り
物
』

三
四
、一
九
九
八
・
三
）。
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⑰　

諸
本
と
し
て
『
異
本
義
経
記
』
と
い
う
書
名
を
も
つ
も
の
に
、

　
　
　

Ⅰ
叡
山
文
庫
蔵
本
〈
叡
山
本
〉

　
　
　

Ⅱ
静
嘉
堂
文
庫
文
庫
蔵
（
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
）
片
仮
名
本
〈
静
カ
本
〉

　
　
　

Ⅲ
静
嘉
堂
文
庫
文
庫
蔵
（
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
）
平
仮
名
本
〈
静
ひ
本
〉

　
　
　

Ⅳ
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
蔵
本
（
上
巻
の
み
）〈
河
村
本
〉

　
　
　

Ⅴ
永
井
義
憲
氏
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
に
よ
る
）〈
永
井
本
〉

　
　
　

Ⅵ
高
松
市
立
歴
史
資
料
館
蔵
本
〈
高
松
本
〉

　
　
『
義
経
知
緒
記
』
の
書
名
を
も
つ
も
の
に
、

　
　
　

Ⅶ
国
会
図
書
館
蔵
本
〈
国
会
本
〉

　
　
　

Ⅷ
内
閣
文
庫
蔵
本
〈
内
閣
本
〉

　
　
　

Ⅸ
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
〈
尊
経
閣
本
〉

　
　
　

Ⅹ
大
東
急
祈
念
文
庫
蔵
本
〈
大
東
急
本
〉

　

が
あ
る
。
う
ち
Ⅸ
、Ⅹ
稿
者
未
見
。
Ⅰ
を
最
古
本
と
し
て
そ
れ
に
増
補
を
加
え
て
い
く

Ⅱ
〜
Ⅴ
・Ⅶ
〜
Ⅹ
、
さ
ら
に
増
補
を
加
え
た
Ⅵ
（
注
⑥
拙
稿
参
照
）
と
い
う
大
ま
か
な

流
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
と
し
て
、
大
城
実
氏
「『
異
本
義
経
記
』
諸
伝

本
に
関
す
る
考
察

―
特
に
『
義
経
知
緒
記
』
と
の
前
後
関
係
を
中
心
に
し
て

―
」

（『
立
教
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
一
八
、一
九
八
七
）、
西
村
知
子
氏
「『
異
本
義
経
記
』

の
展
開
と
そ
の
享
受

―
『
義
経
記
』
変
容
の
一
過
程

―
」（『
同
志
社
国
文
学
』

五
八
、二
〇
〇
三
・
三
）
が
あ
る
。

⑱　
『
勲
功
記
』
本
文
は
軍
記
物
語
研
究
叢
書
四
『
未
刊
軍
記
物
語
資
料
集
4
義
経
知
緒

記
・
義
経
勲
功
記
』（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
五
・
九
）
所
収
の
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
石
崎
文
庫
蔵
本
（
影
印
）
に
拠
り
、
一
部
表
記
を
改
め
た
り
し
て
い
る
。

⑲　

柳
田
國
男
氏
「
東
北
文
学
の
研
究
」（
同
氏
著
『
柳
田
國
男
全
集
』
三
〈
筑
摩
書
房
、

一
九
九
七
・
一
二
〉
所
収
）
桑
田
さ
き
ほ
氏
「
義
経
記
の
根
柢
」（『
日
本
文
学
論
究
』

一
四
、一
九
五
四
・
十
一
）、
野
村
純
一
氏
「
藜
の
杖
と
椿
の
油

―
二
つ
の
不
老
長
寿

説
話

―
」「
椿
は
何
故
「
春
の
木
」
か

―
「
八
百
比
丘
尼
」
と
「
常
陸
坊
海
尊
」

―
」（
同
氏
著
『
野
村
純
一
著
作
集
』
六
〈
清
文
堂
、二
〇
一
二
・
二
〉
所
収
）
な
ど
。

⑳　

な
お
こ
の
「
夢
伯
問
答
」
の
よ
う
な
成
立
事
情
を
示
す
一
段
を
冒
頭
に
配
す
る
構
成

は
、『
源
氏
一
統
志
』『
曽
我
勲
功
記
』『
北
条
太
平
記
』
と
い
っ
た
馬
場
信
意
の
他
の

著
作
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。義
経
の
一
代
記
を
語
り
伝
え
る
存
在
は
長
寿
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
伝
承
心
意
の
強
靱
な
姿
を
『
勲
功
記
』
も
示
し
て
い
る
と

い
え
る
。
注
⑲
桑
田
氏
論
文
参
照
。
ま
た
こ
う
し
た
残
夢
の
よ
う
な
存
在
は
、合
戦
な

ど
の
「
体
験
者
の
活
き
た
談
話
」
が
流
行
し
た
近
世
初
期
の
時
代
背
景
と
無
関
係
で
は

な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
桑
田
忠
親
氏
「
古
老
談
の
聞
書
」（『
国
学
院
雑
誌
』
六
二
―

一
〇
、一
九
六
一
・
一
〇
）、
同
氏
著
『
大
名
と
御
伽
衆
増
補
新
版
』（
有
精
堂
出
版
、

一
九
六
九
・
六
）
な
ど
。

㉑　
〈
叡
山
本
〉
の
〔
45
ｆ
奥
州
残
夢
事
〕。
本
文
は
志
田
元
氏
「
異
本
義
経
記
・
下
」

（『
伝
承
文
学
研
究
』
五
、一
九
六
四
・
一
）
に
、〔
45
ｆ
奥
州
残
夢
事
〕
な
ど
の
『
異
本
』

の
章
段
名
は
注
⑥
拙
稿
に
拠
る
。
な
お
傍
線
、
句
読
点
は
私
に
附
し
た
。

㉒　

こ
こ
で
「
逢
隈
川
」
と
し
て
い
る
の
は
「
北
上
川
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
夢
伯
問

答
」
に
は
後
に
「
逢ア
フ
ク
マ隈

川
〈
衣

コ
ロ
モ

川
ハ
。
駒コ

マ
カ
タ形

カ
嶺ミ

ネ

ノ
麓フ

モ
トヨ

リ
流ナ

ガ

レ
出
。
逢ア

フ
ク
マ隈

川
ニ
流
レ

入
ル
。
逢
隈
川
ハ
大
河ガ

。
衣
川
ハ
小
河
也
〉」
と
い
う
記
述
も
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で

き
る
。

㉓　

そ
れ
ぞ
れ
〔
21
ｂ
纐
纈
源
五
山
本
義
経
双
六
対
決
事
〕
が
「
長
谷
川
本
」、〔
45
ｋ
蝦

夷
シ
ヤ
ム
シ
ヤ
イ
ン
義
経
後
胤
事
〕
が
「
松
崎
者
語
」、〔
44
ｂ
永
禄
蝦
夷
義
経
大
明
神

事
〕
が
「
永
禄
評
定
記
」、〔
45
ｃ
義
経
蝦
夷
渡
海
事
〕
が
「
佐
世
石
見
守
語
曰
」
と

な
っ
て
い
る
。

㉔　

講
釈
師
吉
田
一
保
編
著
。
二
冊
。
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
刊
。
引
用
は
早
稲
田
大

学
図
書
館
・
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
拠
る
（
安
永
七
〈（
一
七
七
八
〉
年
刊
本
）。

㉕　

他
に
も
Ａ
〈
ⅷ
伊
予
国
種
快
法
師
事
〉
が
記
事
内
容
を
増
補
さ
せ
な
が
ら
も
『
異

本
』
の
﹇
45
ｈ
伊
予
国
久
万
珠
懐
上
人
事
﹈
を
踏
襲
し
そ
の
末
尾
に
「
去サ

レ
バ
仙
人
ト

ナ
ル
事
。
我ワ
レ

々
バ
カ
リ
ニ
ア
ラ
ズ
。」
と
す
る
箇
所
な
ど
も
単
純
に
『
異
本
』
を
取
り

入
れ
て
い
る
例
と
い
え
る
。

㉖　

た
だ
し
『
勲
功
記
』
本
文
中
に
も
こ
の
「
碁
盤
忠
信
」
が
み
ら
れ
る
（
巻
十
七
「
佐

藤
四
郎
兵
衛
尉
忠
信
最
期
」）
が
、
こ
こ
で
の
忠
信
は
勇
猛
果
敢
に
討
手
と
戦
い
割
腹

し
て
果
て
た
こ
と
に
対
し
て
「
惜
ヲ
シ
イ

哉カ
ナ

忠
信
ハ
。
義
経
ノ
股コ

肱コ
ウ

耳ジ
ボ
ク目

ノ
重テ

ウ

臣
ナ
リ
。」
と

評
さ
れ
て
お
り
、「
夢
伯
問
答
」
で
の
忠
信
評
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

㉗　

浄
瑠
璃
で
は
竹
田
出
雲
作
『
右
大
将
鎌
倉
実
記
』
が
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
初

演
、歌
舞
伎
狂
言
で
は
『
碁
盤
忠
信
』
が
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
初
演
な
ど
が
あ

る
。
な
お
自
笑
作
の
浮
世
草
子
『
義
経
風
流
鑑
』
は
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
刊
で
あ

る
が
舞
台
を
吉
野
山
と
し
て
い
る
点
で
『
勲
功
記
』
と
異
な
る
。



一
八
二
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㉘
㉙　

注
⑤
村
田
氏
論
文
参
照
。

㉚　

西
村
知
子
氏
「『
義
経
記
評
判
』
に
み
る
『
義
経
記
』
理
解
の
試
み

―
近
世
に
お

け
る
『
義
経
記
』
受
容
の
一
例
と
し
て

―
」（『
同
志
社
国
文
学
』
五
九
、二
〇
〇
三
・

一
二
）。

㉛　

明
確
な
「
史
書
」「
軍
書
」
と
し
て
の
性
格
を
志
向
す
る
『
曽
我
勲
功
記
』
研
究
が

盛
ん
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
比
べ
、『
勲
功
記
』
の
扱
い
が
難
し
い
の
は
こ
の
辺
り
に
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
『
勲
功
記
』
に
は
義
経
渡
海
譚
を
〈
正
史
〉
と
し
て

認
識
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
勲
功
記
』
自
体
が
「
残

夢
の
語
り
の
聞
き
書
き
」
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
お
り
あ
く
ま
で
〈
伝
奇
的
〉
と
も
言

え
る
。

32　
『
異
本
』
諸
本
の
一
つ
、〈
高
松
本
〉
の
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
「
独
自
記
事
の
う

ち
『
義
経
勲
功
記
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
」
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
（
注
⑥
拙

稿
参
照
）。『
勲
功
記
』
全
体
と
〈
高
松
本
〉
の
関
係
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

﹇
附
記
﹈

　

本
稿
は
、
伝
承
文
学
研
究
会
関
西
例
会
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
五
日
、
於
キ
ャ
ン
パ

ス
プ
ラ
ザ
京
都
）に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
御
教
示
を
賜

り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
許
可
さ
れ
た
諸
機
関
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
お
目
に
か
か
る
と
い
つ
も
中
西
健
治
先
生
か
ら
話
し
か
け
て

こ
ら
れ
た
。
稿
者
に
と
っ
て
先
生
と
は
、
そ
の
時
の
優
し
い
笑
顔
で
あ
る
。
ま
た
、
時
に

厳
し
く
時
に
温
か
く
教
え
子
と
接
す
る
教
育
者
と
し
て
の
真
摯
な
姿
で
あ
る
。
先
生
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）


